
昨年から続く物価高騰で、社員と家族の生活は厳しさが増して

います！ 

食品類の値上げをはじめ、生活に必要な電気やガス、水道など

のライフラインの価格高騰や住宅、学資ローンの金利引き上げな

ど、物価上昇率に私たちの賃金が追いついていません。 
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各種会社施策の実施に伴い、ＪＲ東日本で働く社員

の働き方が大きく変化しています。 

社員が様々な業務を担うことで、これまで以上に生

産性を向上させている一方で、社員一人あたりの業務

量が増えるなど、社員の負担も増えています。 

 

★様々な会社施策により業務量が格段に増えたのだから、社員の賃金も業務量に比例して

増やすべきだ。 

★賃金は世の中の状況（物価等）も見て上げていくべきだ。社員が「もらえるだけありがた

い」という雰囲気を自分でつくってはダメだと思う。 

★もっと給料を上げて欲しい！結婚するにも金がかかるし、子供を産んでも育てられるの

か？不安でしかない。 

★物価上昇で家計費が大変です。これから子供の学費もかかります。社宅も出て家を購入

しなければなりません。物価上昇分、生活向上分、生産性向上分のベースアップは必要

です！ 

 


